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(4) 立体構造解析の結果から本酵素は二次構造として αー ヘリックスをふくまずβーシート構造のみを
有するO 三次構造では大小2つのドメインからなっており，ドメイン聞に溝があり基質が結合する部
位と推定されるO このような構造は全く新しい蛋白質構造である。
(5) キシラナーゼの活性中心と推定されるアスパラギン酸(125)とグルタミン酸(151)はこの溝の中
に対をなして存在している。
(6) 上のアスパラギン酸 (125)を部位特異的遺伝子変異によりグリシンに変換した結果活性は低下し，
また，アスパラギン酸(125)とグルタミン酸(151)を特異的阻害剤で阻害した時の結果と一致する。
以上の結果はキシラン分解系酵素遺伝子工学およびキシラナーゼの酵素化学に関して重要な多くの基
礎的知見を与えており，蛋白質工学の発展に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める O
